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「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
推
薦
書
を
提
出

南
大
東
漁
港（
北
大
東
地
区
）
開
港
式

辺
野
古
米
軍
基
地
建
設
の
た
め
の
埋
立
て
の
賛
否
を
問

う
県
民
投
票
が
執
行

玉
城
知
事
に
よ
る
伊
是
名
村
及
び
伊
平
屋
村
へ
の
知
事

行
政
視
察（
〜
１
月
19
日
）

　
昨
年
は
、
那
覇
空
港
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
供
用
開
始
、
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
開
業
、
南
大
東

漁
港（
北
大
東
地
区
）
の
開
港
、
安
和
エ
コ
パ
ー
ク
の
落
成
、
組
踊
３
０
０
周
年
記
念
事
業
の
開
催
、SD

G
s

推
進

本
部
の
設
置
な
ど
、
沖
縄
振
興
の
流
れ
を
一
層
推
進
し
た
年
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
南
部
九
州
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開
催
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
に
よ
る
第

43
回
全
国
育
樹
祭
及
び
地
方
事
情
御
視
察
お
成
り
な
ど
の
行
事
が
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、琉
球・沖
縄
の
歴
史
と
文
化
の
象
徴
と
し
て
、ま
た
県
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
拠
り
所
と
し
て
、

多
く
の
観
光
客
に
も
親
し
ま
れ
て
き
た
首
里
城
の
正
殿
と
そ
の
周
辺
の
建
物
、
収
蔵
品
等
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　「
自
立
と
共
生
と
多
様
性
の
沖
縄
」、「
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
」を
実
現
さ
せ
せ
る
た
め
に
、沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
基
本
計
画（
沖
縄
振
興
計
画
）
の
総
仕
上
げ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、経
済
、教
育
、文
化
、保
健
医
療
、

農
林
水
産
業
の
振
興
、
基
地
問
題
な
ど
、
全
て
の
分
野
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

玉城知事が伊是名村及び伊平屋村を訪
れ、前田村長、 伊礼村長をはじめ住民
の代表者の皆さまを囲んでの意見交換
会、中学校での講演、島内視察などを
実施しました。

南大東漁港（北大東地区）が平成30年
９月に完成したことから、内閣府大臣
をはじめ多くの来賓出席し、開港式が
執り行われました。

沖縄が世界に誇る伝統文化、琉球泡盛の魅力を県
内外に発信し、観光の振興や地域の活性化につな
げるため、県と那覇市、沖縄県酒造組合の共催に
よる「第2回島酒フェスタ」が開催されました。約
1万5千人の多くの県民、観光客が来場しました。

女性がさまざまなライフステージに応じ
て持てる力を十分に発揮し、活躍できる
人材の育成や、互いに励まし合いながら
成長していけるネットワークづくりなど
を目的に「てぃるる塾」が開講しました。

玉城知事が浦添市にお住まいの又吉芳
子さんを訪問し、県民を代表して御長
寿にあやかるとともに、祝状と記念品
を贈呈しました。

 10月１日の沖縄都市モノレール延長区
間の開業を記念して式典及び出発式が開
催されました。

県庁正面玄関前広場にて「こいのぼり掲揚
式」を開催しました。子どもたち約60名が
楽しい歌やお遊戯を元気いっぱい披露し
ました。

2018-19シーズンを終えた琉球ゴールデ
ンキングスの佐々ヘッドコーチ、選手らが
来庁し、玉城知事、県民へシーズン終了の
報告を行いました。

宮古圏域初となる国際線として香港エク
スプレス航空による香港－下地島路線が
週3便で新規就航しました。

鹿児島県・熊本県・宮崎県・沖縄県の南部九
州４県と和歌山県において全国高等学校
総合体育大会（インターハイ）が開催され
ました。（～８月20日）

国内外から過去最高の644社を迎え、国内
最大規模の食の商談会「沖縄大交易会
2019」が開催されました。

名護市安和地区に、周辺環境に影響を与え
ないモデル施設として、産業廃棄物管理型
最終処分場「安和エコパーク」が完成し、落
成式が開催されました。

秋篠宮皇嗣同妃両殿下は、国立沖縄戦没者
墓苑での御供花や県立芸術大学敷地内か
ら首里城遠景を御覧になるなど、県内各地
を御視察されました。

秋篠宮皇嗣同妃両殿下の御臨席を賜り、沖
縄県では初めてとなる全国育樹祭を開催
しました。

琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
スB.LEAG

U
E 2018-19

シ
ー
ズ
ン 

西
地
区
優
勝
報
告
会

国
家
戦
略
特
区
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
い
て

外
国
人
農
業
支
援
人
材
の
派
遣
が
開
始

那
覇
空
港「
際
内
連
結
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」が
供
用
開
始

「
沖
縄
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」の
制
定

下
地
島
空
港
に
国
内
線（
成
田
便
）が
初
就
航

玉
城
知
事
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
国
際
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
出
席（
〜
６
月
９
日
）

宮
古
島
に
の
み
生
息
す
る
ト
カ
ゲ
の
一
種「
ミ
ヤ
コ
カ

ナ
ヘ
ビ
」の
一
種
が
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

ダ
ム
貯
水
率
1
0
0
％
達
成

沖
縄
県・ハ
ワ
イ
州
高
校
生
交
流
事
業
30
回
記
念
式
典

子
供
・
女
性
安
全
対
策
課
か
ら
人
身
安
全
対
策
課
へ
課

名
変
更

女
性
力・平
和
推
進
課
を
設
置

第
２
回
島
酒
フ
ェ
ス
タ
の
開
催（
〜
４
月
14
日
）

県
内
民
間
企
業
に
お
け
る
平
成
30
年
の
障
害
者
の
実
雇

用
率
は
、全
国
で
最
も
高
い
こ
と
が
発
表
さ
れ
た

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

ResorTech O
kinaw

a 

お
き
な
わ
国
際
ＩＴ
見
本
市
実

行
委
員
会
が
設
立

平
成
31
年
度
沖
縄
振
興
拡
大
会
議

埋
立
承
認
取
消
し
の
効
力
を
取
り
消
し
た
国
土
交
通
大

臣
の
裁
決
を
取
り
消
す
よ
う
求
め
る
訴
え（
抗
告
訴
訟
）

を
提
起

県
性
暴
力
被
害
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、

24
時
間
3
6
5
日
体
制
の
病
院
拠
点
型
へ
移
行

南
洋
群
島
沖
縄
県
人
戦
没
者
慰
霊
祭
参
列

（
〜
８
月
30
日
）

北
マ
リ
ア
ナ
の
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
及
び
グ
ア
ム
を

訪
問（
〜
８
月
30
日
）

 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ラ
グ
ビ
ー
連
盟
と
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
協
定
を
締
結

東
京
で
の
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
始
め
に
、名
古
屋

市
、大
阪
市
及
び
札
幌
市
に
お
い
て「W

e
 lo
ve
 

O
KIN
AW
A 

デ
ニ
ー
知
事
ト
ー
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を
実
施

令
和
元
年
度
て
ぃ
る
る
塾
開
講
式

水
道
広
域
化
に
向
け
伊
平
屋
島
の
施
設
整
備
に
本
格
着
手

お
元
気
百
歳
あ
や
か
り
訪
問

「
沖
縄
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
那

覇
、
東
京
、
大
阪
に
開
設

「
基
幹
急
行
バ
ス
」
運
行
開
始

沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
長
開
業
式
典
及
び
出
発
式

タ
イ
エ
キ
ス
ポ
沖
縄
2
0
1
9
の
開
催（
〜
10
月
６
日
）

玉
城
知
事
が
在
沖
米
軍
基
地
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

就
任
後
２
度
目
の
訪
米（
〜
10
月
20
日
）

伊
江
村
字
西
江
上
区
が
農
林
水
産
祭
、
む
ら
づ
く
り
部

門
に
て
天
皇
杯
を
受
賞

幼
児
教
育・
保
育
無
償
化
の
実
施

第
23
回
島
嶼
観
光
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム（ITO

P

）の
開
催

玉
城
知
事
に
よ
る
座
間
味
村
へ
の
知
事
行
政
視
察

（
〜
11
月
14
日
）

沖
縄
大
交
易
会
2
0
1
9
の
開
催

水
道
広
域
化
に
向
け
伊
是
名
島
の
施
設
整
備
に

本
格
着
手

公
共
関
与
に
よ
る
産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場

「
安
和
エ
コ
パ
ー
ク
」
が
落
成

沖
縄
県
子
ど
も
の
居
場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

沖
縄
県SD

G
s

推
進
本
部
の
設
置

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
に
よ
る
第
43
回
全

国
育
樹
祭
及
び
地
方
事
情
御
視
察
お
成
り

（
〜
12
月
15
日
）

県
立
図
書
館
が
開
館
１
周
年
で
利
用
者
数
が
65
万
人
を

突
破

第
１
回
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
草
の
根
平
和
貢
献
賞
表
彰
式

の
開
催

重
要
無
形
文
化
財（
芸
能
）「
琉
球
古
典
音
楽
」
保
持
者

追
加
認
定

重
要
無
形
文
化
財「
組
踊
」
保
持
者
の
団
体
構
成
員
と

し
て
追
加
認
定

令
和
４
年
度
国
民
文
化
祭
の
開
催
地
内
定

飲
酒
運
転
根
絶
県
民
大
会
の
開
催

沖
縄
県
希
少
野
生
動
植
物
保
護
条
例
の
制
定

首
里
城
で
火
災
発
生

第
30
回「
土
壌
保
全
の
日
」 

〜
次
世
代
に
残
そ
う
！
農
地

は
う
ま
ん
ち
ゅ
の
宝
〜 

沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画（
沖
縄
振
興
計
画
）等

総
点
検
報
告
書（
素
案
）を
沖
縄
県
振
興
審
議
会
へ
諮
問

埋
立
承
認
取
消
し
の
効
力
を
取
り
消
し
た
国
土
交
通
大

臣
の
裁
決
は
違
法
な
国
の
関
与
で
あ
る
と
し
て
、そ
の

取
消
し
を
求
め
提
訴

下
地
島
空
港
に
国
際
線（
香
港
）が
初
就
航

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開
催

名
護
市
に
食
鳥
処
理
施
設
が
完
成

宮
古
・
八
重
山
圏
域
で
、公
共
交
通
機
関
の
グ
ー
グ
ル

マ
ッ
プ
で
の
乗
り
換
え
検
索
が
実
現

玉
城
知
事
に
よ
る
与
那
国
町
へ
の
知
事
行
政
視
察

（
〜
８
月
３
日
）

宮
古
事
務
所
が
自
動
車
税（
平
成
30
年
度
現
年
分
）滞
納

ゼ
ロ
を
達
成

沖
縄
本
島
と
北
大
東
島
を
結
ぶ
海
底
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備

事
業（
調
査
設
計
業
務
）に
着
手

県
内
初
の
日
本
遺
産
認
定(

「
琉
球
王
国
時
代
か
ら
連
綿

と
続
く
沖
縄
の
伝
統
的
な『
琉
球
料
理
』と『
泡
盛
』、そ

し
て『
芸
能
』」)

玉
城
知
事
に
よ
る
久
米
島
町
へ
の
知
事
行
政
視
察

（
〜
５
月
25
日
）

琉
球
王
朝
時
代
の｢

多
良
間
島
の
抱
護
」と｢

林
政
八
書｣

が
県
内
初
の
林
業
遺
産
と
し
て
全
国
で
34
番
目
の
登
録


